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2014年度第 2回研究会の報告 

 

日時：2014年 6月 14日（土）14時から 17時 

会場：戸山キャンパス 33号館 16階、第 10会議室 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2014年度第 2回研究会では、参加者約 30 名と

ともに、二つの話題提供と質疑が行なわれた。話題提供者は、沖清豪先生（文学学術院教

授）と数土直紀先生（学習院大学教授）である。 

 

沖清豪先生「日本の教育制度改革における信頼観の変容－専門職性論、説明責任論、そ

して第三の道？－」のまとめ 

本報告では、まず教育学における信頼言説を整理し、その中でシステム面での信頼を

構築するプロセスでの議論として、専門職性論および説明責任論の概要を紹介した上で、

近年新たな信頼関係構築の一手段となっている学校運営協議会制度の特質と課題が検

証された。 

報告冒頭では教育における信頼をめぐる関係性として、保護者側からの Reliance, 教

育権委譲としてのTrust, 教員が有するConfidence, Beliefといった概念が紹介された。 

そのうえで、ユネスコ勧告などにみられる教職を専門職(profession)と捉える専門職

性論について、国民の教育権論に基づく Trustの関係での信頼が語られる一方で、聖職

的教師像の強さから専門職性が常に疑問にさらされてきていることが説明された。さら

に 1980年代以降の教員養成制度改革を通じて、専門職性の構築が目指されていること

も確認された。 

一方で、英米では 1970年代から、日本でも 1990年代以降説明責任論(accountability)

が強まり、特に従来の素人統制への応答としての説明責任から、公的責任として成果達

成責任、あるいは市場原理の下での成果達成責任が求められてきている状況が提示され

た。 

こうした現状を克服するための方策としては、第 1に、専門職性の定義の変更を通じ

て、自律性と責任範囲をより明確化することによる信頼回復を図る方策、第 2に、より

徹底した説明責任遂行を通じて信頼回復を図ることが想定される一方、新たな方策とし

てパートナーシップの再構築を目指し、地域住民・保護者を学校教育の利害関係者、参

加者として位置付ける学校運営協議会制度がすでに全国的に導入されていること、課題

等が提示された。 

質疑では、特にシステムや保護者の参加に関する改革に特化している点について子ど

も自身の位置づけなどに関する質問や意見が複数提起されたのに対し、報告者からは学

校段階による子どもの位置づけに関する世界的な動向として、仏では一定の生徒参加が

保障されている一方、英では参加が排除されている点が説明された。（沖先生記） 

 

数土直紀先生（学習院大学教授）「一般的信頼の変容と社会変動」のまとめ 



本報告では、一般的信頼と民主主義との関係を問題にした。R.パットナムの社会関係資

本論にしたがえば、社会関係資本の核を構成する一般的信頼と、公共財の一つである民主

主義との関係は、正の相関を示すはずである。しかし実際には、民主主義度の高い民主的

な社会と同じように、民主主義度の低い権威主義的な社会でも一般的信頼は高くなる。そ

の結果、一般的な信頼と民主主義の関係は曲線的なものとなる。このような関係を生むメ

カニズムを明らかにするために、本報告では信頼の概念を、権威主義的な価値観に基盤を

もつタイプ I の信頼と、民主的な価値観に基盤をもつタイプ II の信頼にわけて、社会調査

データの分析をおこなった。分析の結果は、信頼の概念を二つに分けて考えることの妥当

性を示している。つまり、民主主義化が進むと、一般的信頼のタイプはタイプ Iからタイプ

II に変化するが、その移行過程において社会内に価値観の葛藤が生じるために、一般的信

頼が一時的に低下するのである。（数土先生記） 

 

 今回の研究会では、「信頼」概念に留まることなく、「信頼社会」にかんして教育とい

う観点から二つのご発表を伺うことができた。数土先生の区分による、信頼のタイプⅠか

らタイプⅡへの変化は、沖先生の「専門職性論」から「説明責任論」への変化におおむね

対応するが、沖先生がその後さらに第三の道として、コミュニティースクールを念頭にお

いて「パートナーシップの再構築」に言及されたことは、本研究会で話題とされている「信

頼回復」に一つの有意義な方向を示すものとして記憶しておきたい。 

 なお、今回、学外から数土先生をお招きするにあたり、本研究部門構成員の畑山要介先

生（現代人間論系助手）にご尽力を賜り、当日はコーディネータをお務めいただいた。記

して、感謝申し上げたい。 

 

 次回の研究会は、10 月 14 日（土）、39号館第 5 会議室において開催される。当日は、

草柳千早先生（本学教授）と松永美穂先生（本学教授）に話題提供をいただいて議論を行

う予定である。（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


